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動物と人との距離感

南九州大学　人間発達学部　遠　藤　　晃

　まず環境教育という言葉を聞いたときに、どん
なことをイメージされますが？
　よく学生に聞くんですけれど、それからいろん
な方に聞くんですけれど、環境教育というとやは
り自然保護であるとか、環境の保全ということを
一番にイメージされる方が多いかと思います。環
境教育と聞かれてもなかなか答えにくいというこ
とが実情としてあって、それは非常にいろんなも
のを含んでいて、非常に漠然とした言葉であると
いうことが背景にあるかと思います。
　ちょっと歴史的な話を踏まえて説明をしていき
たいと思います。
　環境教育という言葉が最初に出てきたのは、
1940年代です。1940年代に何が問題になってきた

かというと、環境破壊です。そのあと公害が出て
くる。みなさん、レイチェル・カーソン「沈黙の
春」という名前を聞かれた方が多いと思います。
こういう問題をどう解決していくかという中で、
環境教育の重要性が取り上げられていきます。日
本でも同じようにいろんな公害が問題になってき
ます。
　自然保護であるとか、環境の保全ということで
始まっているんですけれど、それが世界中に広
がってきて、それに世界中で取り組んでいくとい
うことを進めていったときに何が起こってくるか
というと、先進国がまず環境を破壊したんだけど、
今度は発展途上国が開発を始めていったときに、
また環境が破壊されている。でも先進国はそれを
やめなさいと言うと、先進国と発展途上国の南北
対立が起こってくるわけです。だから環境を保全
しなさいと言われても、途上国としては環境を破
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　ウサギ、ニワトリ、チャボに代表される小動物の飼育は、子どもの情操教育に効果があると評価され
ており、新しい小学校学習指導要領においても生活科、理科、道徳などの学習内容として取り入れられ
ている。しかし、生き物とふれあえば、それだけで、やさしい心が育つのだろうか。いのちの大切さが
実感できるのだろうか。
　講師の並木美砂子先生は、千葉市動物公園の“子ども動物園”で、長年、子どもと動物の橋渡しをす
るお仕事をされてきた。多い日には何百人もの子どもたちが訪れる動物園において、動物とのふれあい 
は、ややもすると、「かわいい」「癒される」という消費者の感覚にとどまりがちだが、そうではなく、
子どもたちには、誰かのために、自分の知恵と力を役立ててもらう体験をしてほしい。並木先生は、そ 
うした願いを持って、一人ひとりの子どもと動物との出会いに関わってこられた。
　今回のМカフェでは、並木先生の教育実践について紹介していただきながら、子どもと動物との出会
いづくりに、大人はどのように関わっていけるのかについて、参加者みんなで考える機会となった。
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壊して自分たちも発展する権利があるんだという
ふう。自然保護というだけでは問題は解決しない
という事態が起こってきます。
　そこで新たな概念として、要するに両者を同
じ土俵に乗せようということで、「持続可能な開
発」という言葉が苦肉の策として生み出されてい
くわけです。開発は否定しない。発展は否定しな
い。ただし持続可能というのは何かというと、要
するに今ある資源を今使い切ってしまったら持続
はしていけない。われわれの世代はいいけど、次
の世代は生きていけない。だから持続可能という
キーワードを入れることによってこの対立を避け
て、両者を同じ土俵にまず乗せようという動きが
起こっていくわけです。
　同じ土俵にのったときにはじめて、環境の破壊
というのは単に自然保護だけでは解決しないとい
うことが分かるんです。それはもちろん経済であ
るとか、社会、文化、そんなものも含めた持続可
能な社会を形成する人材の継承者の育成が目的と
なってくる。だから環境教育は環境保全、自然保
護ということで始まっていくんですけれど、それ
だけでは問題は一向に解決しないので、もっと広
い視野が必要になってきます。
　それでユネスコは、これまでの環境問題だけに
焦点を当てた環境教育ではなくて、環境、開発、
貧困、人口、食糧、ジェンダー、人権、平和、民
主主義、いろんな問題が環境教育という中に盛り
込まれていることをアピールしていきます。それ
がESDという考え方につながっていきます。
　ESDというのは「持続可能な開発のための教
育」。先ほどありましたように、われわれがわれ
われの世代で終わるのではなくて次の世代、その
次の世代もつながっていくためには、やはり資源
の消費というのはだめだ。われわれの生活の仕方
も考えないといけない。ただしそこにはいろんな
問題が関わってくるので、単に、資源を消費しな
いというだけではだめで、いろんな南北問題であ
るとか、そんなものも関わってくるんだという世
界的な動きになっていきます。
　さらに、日本が世界に向けて、2005年からの10
年を「持続可能な開発のための教育の10年」とい
うふうに位置付けて、世界的にこれに取り組んで

いきましょうということを発信します。2005年で
すから、来年で一応10年という区切りがつくんで
すけれど、なかなかこれが進まないという現状も
あるということです。
　今のように日本も本格的に環境教育に取り組む
ことを世界に発信しているわけですから、法律的
な整備もなされていきます。いわゆる環境教育に
関する推進法です。2003年に出されて、それから
2010年に改正が行われています。その中で、われ
われの大学に何が関係していくかというと、一つ
の場として学校教育における環境教育の位置付け
を非常に重要視していることです。それが法律の
中に書かれているわけなんですね。
　「学校教育における環境教育の充実のための措
置」「教職員の研修の内容の充実」とか、具体的
に盛り込まれていきます。さらに、教員指導者へ
の環境教育の指導のあり方の検討。具体的な話は
ないですけど、これについてももっと検討して、
積極的に教員養成の中で環境教育のやり方、スキ
ルを身に付ける必要があるということが改正法の
中で盛り込まれている。こんな流れがあるわけで
す。
　例えばこれは小学校における環境教育のねらい
ですけど、一つは環境に対する豊かな感受性とい
うのがあります。ただ、それを感じていてもだめ
で、それに対する見方、考え方を育成する。さら
にそれについてアクションを起こせる、行動でき
る実践力の育成。これが小学校の教育の中で、学
習指導要領の中にも環境教育というのは盛り込ま
れているということで、学校でこれはやらないと
いけないというふうになってきているわけなんで
す。
　とくにこういう知識的なことはいいんですけ
ど、考えて行動すること、自ら問題を見つけて問
題を解決していく能力、こういうものを環境教
育という中でやっていく。そういう意味がありま
す。だから環境問題についてただ知っているとい
うことではなくて、それをどう解決していくかと
いうことが問われていて、それを教育の中でやっ
ていかなくてはいけない。
　こういう流れを踏みまして、きょうで６回目に
なるM-cafeですけど、これまで、１回目はデン
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マークの人に来てもらって、デンマークの教育に
ついて話をしていただく。２回目は私と沖縄の小
学校の先生が総合学習の中での取り組みの話をし
ました。３回目は福岡の保育園で、地域を巻き込
んで、土、農、食を中心に据えた子どもの生活づ
くり、という話をしていただきました。４回目は
うちの大学のOBで小学校の先生になられた石川
先生をお呼びして、学校の教育の中で稲作り、子
どもたちに何を育成するかという、こんな話をし
ていただきました。前回はデンマークの教育に学
ぶPART2ということで、デンマーク人の先生も
来ていただいて、デンマークの教育の実情という
ものを話していただきました。
　今回で６回目になるんですけど、講演会を通し
て見えてきたものというのは、環境教育をやる場
合にこういう「場」が必要であるということ。例
えば森の幼稚園という場が必要である。ただし場
を与えていっただけでは教育にはならないんで、
そこでいったい何をするかという教育者のあり方
というのが問われていることで、その場の問題と、
そこで何をすべきかということで、今回は、子ど
もが動物に出会うときということで、こういう動
物と出会う場を作られる並木先生が、そこでいっ
たいどんな働きかけをしているか。子どもたちと
動物とをふれあわせている現場にいらした先生か
らお話をお聞きしたいと思っています。
　それで、「動物と人との距離」という私の話す
内容なんですけれど、私はもともとシカの研究を
しています。シカの研究をしていく中で、宮崎の
えびの高原に、ノカイドウというきれいな天然記
念物の植物があるんですけど、これがいま絶滅の
危機に瀕している。なぜかというと犯人はシカで
す。えびの高原のシカは昔はあまりいなかったん
ですけど非常に増えていて、観光客による餌付け
が大きな原因となっています。もう十何年前なん
ですけど、このシカと観光客の関係を研究しまし
た。写真のように道端で人がお菓子をあげてそれ
にシカが群がる。この人は巡視員なんですけど、
巡視員の前でもシカに餌をあげたりということが
普通に見られる。
　野生の状態のシカとえびの高原のシカとでどれ
ぐらい行動が変わったかというと、ほんとにもう

あたりをきょろきょろ見てて人が来たらおねだり
してみたいな、普通では見られない行動が出てく
る。かなり行動が変わってきてしまっている。そ
れでどれぐらいの人が餌をやるか見てみると、シ
カに近づいてきた人の約2割が餌をやっている。
当時えびの高原に、１年間に100万人単位のお客
さんが来たということですから、一人一人の量は
少ないですけど、一頭当たりにするとかなりの量
の餌をもらっているということですね。やはりこ
れは野生動物と人との距離感がどうしてもペット
的な関係になっているんじゃないかというのが一
つの結論です。
　じゃあそれをどうやって解決していくかと考え
た時に、やはり彼らに教育をしていかなくてはい
けないだろう。そういうことで人と動物との距離
感、これは野生動物、それからペット、家畜、そ
してきょうお話に出てくる動物園の動物と人との
距離というのはそれぞれ違うと思うんですけれ
ど、そういう距離感というものが必要じゃないか
というふうに考えます。
　みなさんの中にも保育園とか幼稚園とか、そし
て小学校で飼育動物と子どもたちの関わりという
ことに関わる方もいらっしゃると思います。それ
ぞれの取り組みというのがあると思いますけれ
ど、きょうは並木先生に動物園で子どもたちと動
物とをどうふれあわせるか。そこで並木先生がど
んな働きかけをしているかという、そういう具体
的なお話をお聞きしたいと思います。00：13：40

子どもが動物に出会うとき
帝京科学大学生命環境学部　　並木　美砂子

　では改めまして並木です。よろしくお願いしま
す。
　きょうのお話は、いま遠藤先生から受けまし
て、距離という問題だと思うんですね。距離とい
うのはとっても難しいことで、自分がどういう距
離感かということを自覚するというのはちょっと
厳しいことかなと思うんですね。そのためにはだ
れかほかにそれを客観的に見てくれて、一緒に考
えていく中で自分の距離というものが分かってい
くんじゃないかなと思うんです。
　きょうの内容
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　きょうの私の内容としては、動物園という場が
どのように仕立てられているのかということ。そ
の中で私はどんな役割をしてきたかということ。
具体的にどんな場の創り出しをしてきたか。その
時にかかわる職員の研修的なことに何があるのか
ということ。若干理屈もありますけれども、もう
だいぶ以前に、子ども動物園というのが世界で初
めてポルトガルにできたんですけれども、その後
すぐにいろいろな批判が起きましたので、その批
判がどういうふうに真摯に受け止められるかとい
うお話をして、先ほどの距離感の問題をここでも
考えてみようと思います。最後にこれは非常に結
論的なことで申し訳ないんですが、場づくり、そ
れから人づくり、これの条件の一つはどんなお話
をだれとするかという、それを対話ということ、
話し合いということですね。これについて触れて
終わろうかなと思います。
　この最後の点については、ぜひみなさんと対話
的に話し合いをしていけたらなと思います。この
流れでいきたいと思います。
　ちなみに皆さんは動物園を、好き、嫌い、どち
らともいえないでいうと、どのあたりでしょう
か。ちょっと聞いてみたいと思います。好き、嫌
い、どちらともいえない。はい。了解しました。
　動物園という「場」について
　いろんな人がいると思いますが、おおかたは好
きだということなので、安心もするような、距離
感ということでは大丈夫かなと思いますけれど
も。
　みなさん、動物の名前、知ってますか。左側、
右側。モルモットとマレーバクといいますね。か
わいいなと思ってくださる方も多いと思うんです
ね。このバクって珍しいなと思うと思うんです
が、じつはこの「かわいい」とか「珍しい」とい
うのは、まったく「人間」基準というかね。人間
にかわいがられるために生まれてきたわけでもな
いし、珍しがられるためにいるわけでもないんで
す。みんな人間基準でそういう言葉が使われてい
るんです。
　野生動物保全施設としての動物園　17：20
　少し硬い話になりますけれども、先ほど遠藤先
生が40年代に環境問題に関する鋭い、いろんな見

方、批判というのがあり、レイチェル・カーソン
の名前が出てきましたが、まさに第二次大戦を経
て、やっぱり環境に配慮しなきゃ、自然保護とい
う言葉が出てきました。様々な国際条約や、国内
の法律というものも整備されてきています。動物
園もその中で、まさに動物を消費していた施設か
ら、保全のための施設に、60年代後半に自覚的に
変わってきました。もちろん消費というのはどう
いうことかというと、アフリカに行って根こそぎ
カモシカ類を持ってくるとか、そういうことをし
ていたのに、反省をして動物園で増えたものを動
物園どうしで交換してうまくやっていくというこ
とです。逆に絶滅の危機に瀕した動物たちを世の
中に返してあげる。その生息地に返していく。そ
ういう理想を掲げて、保全施設として歩み始めて
います。
　世界には、1300の施設と、7億人の年間の利用
者がいます。水族館を含めるとですが。日本には
あわせて160の施設があって、7000万人。7億と
7000万人。世界の１割の利用者が日本だというこ
とになります。そのぐらい日本人は動物園を訪れ
ているということですね。そういう動物園、大き
な目で見ていただければと思いますが。
　自己紹介
　私の簡単な自己紹介をしますと、動物園との出
会いというのは、博物館の学芸員になるための
資格を取得するための実習というのがあるんで
す。それである動物園に行きまして、学芸員実習
を行った時に、盲学校の生徒さんのプログラムの
補佐をいたしました。その時に、もう考えられな
いくらい触角と聴覚が非常に鋭いということ、一
人ひとりが全く違う反応をすること、それに驚い
て、盲児という一括りで見てはいけない。すごく
一人ひとりを大事にしなくちゃいけないというこ
とを学びました。
　そういう一人ひとりを大事にする学習のための
プログラムというのは、動物園ではどういうふう
にできるんだろうというのが出発点です。そして
教育心理学というものを学ぼうと思いました。そ
れまでは動物が好きだというだけで大学の門をた
たいて、遠藤先生と同じというか、シカ、サルな
どの野生の動物たちの調査などをする体験をして
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いましたが、この動物園との出会いによって、非
常に可能性に満ちた世界であるということ、もっ
と動物のことだけじゃなくて、子どものことも知
りたい、ということです。
　この中には保育や、いろいろな先生になる学習
をしていらっしゃる方もいると思いますが、ブ
ルーナーとかヴィゴツキーとかワーチとか聞いた
ことありますでしょうか。こんな人たちの理論を
習わせていただきました。とくに当時は認知心理
学というのが非常に台頭してきていて、対話の重
要性とか最近接の発達領域をどう容易するか、み
たいな非常に学問的にも高揚感のあるそういう教
育心理学との出会いがありました。
　結論としては、これからお話しする場づくりに
おいて、一人ひとりとの対話を重視した環境教育
というのが動物園でできそうな気がしたというも
のです。そういう理屈もあります。
　千葉市動物公園の日常のふれあいコーナー
　ここからは具体的なプログラムの内容に移りた
いと思います。
　３月までいた千葉市動物公園に、日常的にふれ
あいができる場所があるんですが、そこのテーマ
が「コミュニケーション」です。「いっしょにお
はなししようよ」というタイトルの大きなホワイ
トボードがあって、そこにきょう登場する動物た
ちの名前とか、こんな動物が何時ごろ来ますよ、
みたいな、そういう情報コーナーがあるところで
ふれあいの活動が展開します。
　動物を介した会話
　先ほど対話を重視したといいましたよね。どん
な対話がだれとの間で起きているのか、というこ
となんですけれども。当然動物を間において、大
人と子どもと、それから私どものような飼育職
員、動物と子どもの間を取り持つ、そういう要は
動物園側の人間と、子どもと大人の対話がどんど
ん進むわけですね。
　こんなふうににこにこっとお母さんがちっちゃ
な赤ちゃんに「見てごらん」と言ってる場面が彷
彿とすると思います。しっかり顔が写ってるお子
さんは、なんか自分が次にこの動物をちゃんとか
ごに戻して隣のお友達と今度は交換しようかと
思ってるのかもしれません。すごくはっきりとし

たいい表情をしています。無言であっても対話は
生じています。内現といって、その人それぞれの
中で自分に語りかける言葉というのを持ちますの
で、対話というのは音声としておしゃべりをする
以外の、自分の中での自分との言葉のやり取り、
そういうものがありますし、にこっとしたり、何
かしっかりした表情をしたときは、まわりの大人
はそれを見て感じ取るものがあります。これも対
話になります。コミュニケーションの基本はそう
いう視覚的な情報と、中で起きる言葉の連動、こ
ういうものが対話の中に入ってくると思います。
　コミュニケーションの成立には、子どもからの
発話をよく聴くことが大事
　まずコミュニケーションの成立をどういうふう
に考えるかというと、聴くことですね。お子さん
はよくまわりの大人の反応を確かめて、これでい
いの。これは言葉で「これでいい」と言うときも
あれば、見上げて「これでいいの」と目で訴える
ときもあります。まわりの大人の反応を確かめ
て、いいのか、悪いのか。そういうふうにしてま
すね。自分がやっていることを自覚しようとして
います。
　それからこんなような言葉も出てきます。これ
は音声として。「見て、見て」というふうにまわ
りの大人に注意を呼びかけます。自分を見てほし
い。あるいは自分が関わっている動物を見てほし
い。「おひげがブルブルしてるね」「このお耳は、
桜の花びらみたいだね」。こんなふうにですね、
すごく素直に、その状況を何かになぞらえたり、
感じたままを率直に話すのが子どもの特徴です。
大人は感じていてもそれを音声に出して伝えると
いうことは少ないです。むしろ子どもの反応を喜
ぶという形で関わります。
　私たちが気を付けていることは、よく聴くこと。
よく表情を見ることです。
　個別の「問いかけ」をすることが大事
　それから個別には問いかけをよくします。餌を
あげてもらったら、その動物が「どんなふうに食
べているか、教えてね」と言います。どんなふう
に食べているかな、だけじゃなくて、「教えて」
というふうに、私に教えてねと。「べろはあるの
かな」。問いかけですね。そして言葉でできるだ
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け表現してもらうように促します。
　みんながご飯食べるときと、その動物がご飯を
食べるときは何か違うのかな。自分の体と比べて
もらうことも促します。小さなハツカネズミなど
は親指を見つけるのはすごく難しいので、逆に

「親指あると思うんだけど、どこかな」と探して
もらいます。少し年長の子どもになると、何をし
てほしいと思ってるか、その動物がですね、「何
をしてほしいと思ってるのかな」と想像してもら
います。とにかく問いかけをすることによって、
直接言葉で表現してもらう、あるいは言葉になら
なくても私たちがシグナルを受け止めるようにす
る、ということになります。
　予約制でふれあい教室　27：00
　動物園では大きなところで、予約制の学校とか
保育園とか、ふれあい教室の実践があります。ふ
れあい教室という名前のところもあれば、コンタ
クトコーナーというふうに呼ぶところもあれば、
団体指導なんて硬い名前を付けているところもあ
りますが、・・・モルモットとかウサギとか小さ
な動物を介在したふれあいの教室になっていま
す。
　いまちょうどこれは始まったところですね。ど
んな動物がこれから登場するかなという紹介をし
ています。小学校の１年生です。
　事前　団体引率者との打ち合わせが鍵
　私たちが重視してきたのが、引率である先生方
との打ち合わせです。流れを説明するだけではな
くて、出会いを一緒につくっていくために、どん
なふうなことに気を付けてほしいかとか、先生方
に期待することなどをていねいにお知らせいたし
ます。またどんな動物がどのように登場するかと
いうことも体験してもらいます。これが分かれ目
だと思っています。一緒に先生たちに見通しを
もって楽しんでもらって、子どもの気持ちに沿っ
てもらうか、それともその流れに沿って、ただ体
験すればいい。いろんな出来事、起きているはず
の出来事を見過ごされてしまうこともあります。
そんな大事な大事な一瞬を大切に思ってもらうた
めには、かなりな時間を割いて先生と一緒に体験
をするという、つまり子どもの気持ちになっても
らう時間を作っています。

　一番手前にいるのが職員です。3人が引率予定
の先生方です。ここでももちろん対話が生じるわ
けです。
　当日　①どういう動物か、なぜその行動をする
のかの説明
　当日になりますと、小学生ですと行動の意味と
いうものも教えます。紹介という形で教えます。
なぜ爪が鋭くできているかというのを予想しても
らったりですね。難しい言葉でいうと行動予測と
いうものがありますが、そういうことをしてもら
います。
　②みんなの手が遊び場になるんだよ
　それからもうちょっとひと工夫するわけです
が、遊ぼうじゃなくて、「みんなの手がこれから
動物の遊び場になります」という言い方をしま
す。動物のために遊んでもらえるんだなという感
触ですね。遊ぼうじゃなくて。これはよく考えて
みますとすごく大事なことで、一瞬でその動物の
側にたてるわけです。自分が楽しく遊ぶじゃない
んです。動物が私たちの膝や手の上で楽しく遊ん
でもらうにはどうするかという話なので、結果、
子どもは遊ぶこともあるんですよ。でも誘いかけ
の最初としては、自分の欲求ではなく、動物の要
求に応えるためのあなたたちの体ということを分
かってもらうようになるべくしていきます。
　③何が起きている？　何が起きそう？
　それから問いかけとしてはこんなこともよくし
ます。一緒に座って、「何が起きているの」「何が
これから起きそう」。先ほどの行動予測と、分か
る人は、これからずーっと手から肩まで登りそう
とか、自分の手のにおいをかいでくれると思うと
か、少し先を予測してもらいます。「かわいいね」
じゃないんですね。この動物がどう感じているか
を表現してもらうということに時間を割きます。
もちろん外から見ると遊んでいるように見えるん
ですね。子どもたちは触るときゃあきゃあ言いま
す。だから外から見ると遊んでいるという感じに
見えるかと思いますが、私たちとしてはこういう
問いかけによって一人ひとりに働きかけることを
注意しています。31：37
　係員が「話のたね」としてもっていること（ハ
ツカネズミ）「進化」「系統」（比較分類）で考え
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る
　ただ話のたねとしては、ここからは職員の研修
的なことになってしまいますが、裏側の話として
なんですが、予測させるにしても、問いかけをす
るにしても、紋切り状にそういう言葉を連ねれば
いいのではなくて、科学的な、動物についての理
解をしていないと、問いかけはしにくいわけで
す。そうでないと予測したことが起きているのか、
たまたま起きていることなのか区別がつかないの
で、子どもたちへの問いかけや励ましにニュアン
スの違いが出てくると思うので、その動物がどう
いう動物かということについてはしっかり研修を
しているわけです。
　小さいお子さんにはちょっと難しい言葉ですけ
れども、動物をやっている方はこの言葉はすんな
り入ると思います。比較分類。進化と系統です
ね。
　どういう祖先種のもとにこの齧歯類（げっしる
い）が生まれてきたのか。その齧歯類の中でも、
リスと違ってネズミの仲間はどういうものか。体
の仕組みはどうかということの動物学的な知識で
すね。これをしっかりと学ぶわけです。尾の問
題。両前足を使った採餌、えさを食べる時に前足
を使うかどうかというのは、系統的に見ると非常
に分かれるところなので、そういう科学的な知識
を学ぶんですね。種子食である。小さなものでカ
ロリーを取れるように作られている。そんなよう
なものですね。
　最後のセルフグルーミングというのは、自分で
自分の体を毛づくろいする。これが社会性がある
動物はお互いにしあいます。そうでない動物は自
分で自分の体をなめます。みなさん、ネコがほか
のネコに近づいていってなめてあげるというの
は、親子の間以外にないのをご存じかと思いま
す。でも社会性がある動物は、例えばモルモット
のようにお互いにグルーミングしあったり、サル
のようにグルーミングしあったりする仲間もいる
わけです。このセルフグルーミングだけなのかど
うかという部分が、どういう暮らしをする動物か
の、一つの分かれ道になるわけです。ちょっと難
しかったかと思いますが。
　モルモットはどういう動物か

　ただモルモットは非常に珍しい生き物で、擬反
芻（ぎはんすう）、噛み戻しに近い行動をします。
これは有蹄類といって、シカの仲間やウシの仲間
がする反芻、噛み戻しですね、それに近いことを
やる動物で、珍しいので、ふれあいの時もそれに
近いことが観察できることがあります。でもこれ
を知ってなかったらたぶん話題の中に入らないの
で、なんかよだれを出した、で終わっちゃうと思
うんですね。でもそういう場面に遭遇した時に、
これを知っていれば次の話題につながるわけで
す。こんな、モルモットはどんな動物かというこ
とも、いろんな本とか実際に見て観察をして研修
を積みます。
　例えばキュウキュウキュウキュウなくんですけ
れども、それには一つ一つ音声コミュニケーショ
ンの意味があります。群れで普通に暮らす動物で
す。子育てはオスもメスも、おじさんもおばさん
もみんな寄ってたかって子育てする動物なんです
ね。ということも知っていると知っていないとで
は全然違います。天敵から逃れるためにものかげ
にいて、じーっと我慢していることができる動物
です。動かないでいることができます。このよう
にたった一種類の動物でも、よく科学的に調べた
り観察をし続けると、たくさん話のたねというの
は私たちの中に育つわけです。これが瞬時瞬時に、
お子さんとの対話の中で話を引き出すときに、次
の観察をさせていくときの動機づけに非常になり
ます。
　モルモットの行動特性の紹介
　こちらは時々行う、集団でどんな行動をするか
というのを見てもらいます。社会性が豊かな動物
の、ある鈴の音を聞かせると１匹がさーっと出て
くるんですね。追随型で群れで暮らす動物ですか
ら、バーッと出てくるんですね。そんなような行
動特性を見てもらって先ほどの、社会性に富む、
接触を好みながら追随型、だれかリーダーがいる
とそれに沿って追随するタイプであるということ
も実際に見てもらうわけですね。
　子どもの年齢によって工夫していること
　では今度はお子さんの年齢によって、どんな出
会いの工夫をしているかというお話を少ししたい
と思います。赤い文字で書いてあるところは、保
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育を勉強している人とかはよく聞くことかなと思
います。デューイという人は、小学校の先生にな
る人はよく聞くと思います。
　２歳ぐらいになると、マニピュレーションとい
う手指の感覚が急速に育つ時期ですね。お箸が持
てるようになるとか。そういう時というのは徐々
に自分の運動神経で自分の手指の力加減というの
が統制できるようになりますから、逆に小さい動
物というのが非常に役立ちます。一緒に見ながら
話しかけながら手指の感覚というものを動物の動
きに合わせて感じてもらう。
　３歳になると、かなりの発話ができるようにな
りますから、経験の統合、つまり過去に経験した
こと、ついさっき見たこと、目の前で展開はして
いないけれどもそれを思い出してもらって、いま
目の前にあることとつなげる。そういう働きか
け。それはお話を聞いてあげる、ちょっと質問を
するということでできてくることです。
　４、5歳になってくると、まず動物をよく見る
ということ、よく見ましょうでは全然だめなの
で、どこかケガはしていないかなとか、体のどこ
か硬いところはないかなとか、具体的にその動物
を観察する視点というものをこちらから提示しま
す。それから、見ていておもしろいことは何か、
どうしてそう思うかということも、言葉に出して
もらうようになるべく働きかけをします。これが
聴くということになるわけです。
　それから別な見方の提示というのは何かという
ことなんですが、これはまたちょっと別な研究な
んですけれども、だいたい３歳ぐらいの時は、子
どもが何かを言うと、それを大人、多くは保護者
ですが、「そうだね」とうなずいたり、なるほど
と聞き流しますが、４歳ぐらいになってくると、

「え、ほんと？」とか、「違うんじゃないの」「そ
んなことしていいの」というふうに少し視点を変
えさせる働きかけをよく対話の中でするんです
ね。子どものほうも分かっているからわざと、反
対の反応を得るために働きかける。ちょっとつつ
いてみるわけです。それはまわりの反応を確かめ
るためです。なので、いけないことでもダメと言
うだけでなくて、私にはそれはこういう理由でよ
くないと思うという理由をちゃんと添えて、しっ

かりと話してあげるということができるのが、４
歳ぐらいでしょうか。わざと反対のことをして見
せる。それを利用して別な見方、まっとうな関わ
り方で、自分はそれはよくないと思うと言うと、
しっかり向き合うことになると思います。これは
発達が先か、教育が先かということになると難し
いと思うんですが、両方が同時に起きていると思
います。
　小学生になると、何かをしてあげるということ
の楽しさが分かるので、そのメニューを用意す
る。餌の準備をしてあげる。次の人のために場所
をきれいにしてあげる。ブラッシングをしてあげ
る。そんなようなこと、きれいにするとかケアで
すね。動物のケアの一端を担ってもらうような働
きかけをする。こんな工夫をしていきます。
　でもこれは教科書があるわけじゃないんですよ
ね。係員どうしでいろいろ反省会をしたり、年齢
に応じてどうしたらいいかという話の中で、だん
だん紡ぎ出されてきた結果としての工夫の・・・
です。成長段階における分類というようなことだ
と思います。
　この最後の、ブラッシングをしたりとか次の人
のために予測して何かしといてあげようとかいう
のは、自分がだれかのために役立つという確実な
報酬感というか、自分で自分を褒められる体験を
する、じつにいい瞬間だなというふうに思いま
す。
　「子ども」を社会的関係の中で理解するために

（係員の研修内容例）
　係員の中ではその対話も含めて、様々な人々の
中でふれあいの場というものを作るわけですか
ら、こんなような研修も重ねています。
　子ども時代というのは近代になって初めて存在
が分かったことなんですね。頭の中に知的な構造
が、年齢によって変化する。それから相互関係の
中に子どもは育つというような。こういう発達心
理学というような内容も研修の中に入れこんでい
ます。子どもと大人で関わることによって、大人
は価値のあることを伝えようとするし、それはい
けないんじゃないの、こうした方がいいんじゃな
いの、それはこういう理由だからということを伝
えようとする。その伝えようとする活動の中で大
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人も学ぶわけですね。子どもがいなかったらたぶ
んそういう学びはないと思います。子どもに語っ
て聞かせることによって、「うん、なるほどそう
だ。そうに違いない」という感じですかね。
43：30
　事前申込制による個人参加の「クラブ」では・・・
動物（ヤギ）をよく「観る」体験プログラム
　あとはですね、少し肩の力を抜いて見てもらい
たいんですけれども。個人参加で参加するプログ
ラムというのが別にあるんですね。いままでのこ
とは日常活動の中ですが、こんな可能性のあるこ
とも少し見てもらおうと思います。
　「私のヤギじまん」というテーマで、事前募集
で、「やりまーす」と手をあげてもらったんです
ね。動物を、これはヤギなんですが、「観る」プ
ログラム。「よく観ましょう」だけではだめです
から、こんなツールを用意します。
　観察ツールとしてのシート例（5枚）
　5枚のシートを使って、自分のヤギを決めて、
そのヤギがいかに魅力的かというのを、がんばっ
て探します。そのための記入シートです。草をも
らう前ともらうあとでどうしたかとかですね。こ
こには私たちがヤギさんのことについて知ってほ
しい内容を散りばめている。だからツールなんで
すけれどね。
　からだの「特徴」を書いてね
　体の特徴もちょっと書き込んでもらいます。
　思い出して、チェックしてみよう
　これが結構、受けがいいシートだったんです
が、思い出しチェックシートといって、なかなか
全部チェックしながらまわるというのは厳しい
ので、みんなで集まってヤギの自慢大会をする時
に、ところで、ツノでコツンとつつきあったかな
とか、お乳を飲んだところを見たかなみたいなこ
とをチェックをします。これをすると思い出す子
もいるし、もう一回見て見なきゃという子もいる
ので、おもしろいことが起こります。自慢大会の
最後の・・・ですね。
　「ぼくのヤギ」の追跡
　で、1時間、全体でかかります。
　こんなふうに自分のヤギというのを決めて、観
察をスタートしていきます。

　飼育小屋の見学：どんな工夫がされているの
か・・・
　小屋の見学にもちょっと行きます。自分のヤギ
が小屋の中に入っていけば一緒に入って、どんな
ところにどんな工夫があるかというのを、係員さ
んと一緒に見て歩きます。
　一般のお客さんも少しお世話
　これはそのプログラムではないんですけれど
も、一緒の時間に一般のお客さんもこんなような
お世話体験ができるので、自分の追跡しているヤ
ギが行けば、こういった一般のお客さんの行動に
も注目するわけです。46：30
　動物園で「出会い」を創り出す2つの視点・・
　では、だんだんまとめに入っていきたいと思い
ます。
　動物園で出会いをつくりだす、今までの対話の
こととか、年齢のこととか、職員研修の内容とか、
思いっきりヤギ自慢で個体の魅力というものをつ
かむというプログラムの話をしました。
　お手元に、プリントの２ページ目だと思います
が、ヘディガーという人が書いたくくりの部分、
その内容と全く同じことなんですね。ちょっと
ゆっくり読んでみようかなと思います。割愛しな
がらですけれども。
　これを書いたのは、本は1983年に出ています
が、実際に書いたのは50年代です。ヘディガーと
いう人はスイスのバーゼルとチューリッヒの動物
園長をやった人で、その当時流行っていた子ども
動物園のやり方に非常に関心をもって、もっとこ
うした方がいいということを当時から言っていた
人です。
　かいつまんでいきますと、真ん中辺にあります
よね。
　子どもたちには、動物への愛とは動物が嫌うこ
とを押し付けるのではなく、動物の性質を知り、
要求に応えることにあるのを教えるべきである。
これ、このまま読むと当然であると思いますけれ
ども、実際動物園で行われている多くのことは、
パックに入った１杯100円の餌を、あげたいから
あげる。先ほどの遠藤先生の紹介にあった、野生
のシカに丸ごと袋ごとスナック菓子をあげる、そ
れに近いと思います。あげたいからあげる。近
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寄ってきてくれるからあげる。これってどうな
の、ということはすでに何十年も前から言われて
いることですね。
　動物の要求に応えるというのは、食べたがるか
らあげるということではなくて、本来その動物が
持っている力を伸ばすんだとか、それを敬うに
は、ということを言っているわけです。人間中心
でなくなることを重視しています。
　ヘディガーさんは子どもに何を教えるべきか。
本来の動物の姿というのは、人間中心的なかわい
がり方ではないことを教えるべきだと言ってるん
ですが、それはやはり対話という形で、地味です
けれども、問題を感じているだれかが、問題に感
じている行動に際して、そうではないんじゃない
のという、違う価値観をていねいに提示していく
ことでしか始まりません。
　そこでやっぱり教育論からの引用ですけれど
も、ブルーナーという人が、「教育とは協議であ
る」と言っています。ある、こうではないかとい
う意義、社会的な価値観というのか、そういうも
のを一人ひとりの心の中に入れ込むというより
は、自主的に意味づくりを行ってもらうための行
為。そうではないのではないのか。それはいい。
いや、こういう立場の意見もある。というのを、
地味ですけれども、出し合うことでしか、それぞ
れの人の中に意味づくりは行われない。それはあ
る意味時間もかかりますけれども、やってはいけ
ないことはなぜか。やってはいけない理由のその
裏側に潜む自分の動物観、自分の人間観というも
のをやはりさらけ出すことでしか、本当の意味の
対話は生まれない。それは教育の基本だというこ
とですね。
　このあたりは非常に難しいんですけれども、
ヴィゴツキーという人も同じようなことを言って
いて、何かその人の中に少し先、少し先の未来
に起きそうなことを見通して助けを出すというこ
とを言っています。その具体的な形としては、対
話であり、いろいろなツールを介在させたりして
も、そういう対話的に働きかけるしかおきないと
いうことですね。51：57
　子ども動物園運営の考え方
　少し難しくなってしまいました。

　ここは先ほどの所と全く同じなのでちょっと飛
ばします。
　続き・・・
　ぜひ、もう古本でしかないんですけれども、こ
の「文明に囚われた動物たち」をお読みいただく
と、どんな悩みの中でヘディガーが、動物園での
ふれあいについて考えていたかということが分か
ります。
　私の好きな部分は、最後にあるんですが、「生
物学的状況への最大限の配慮」。これ、訳すとこ
ういうことだと思うんですが。私なりに解釈する
と、地球の歴史とともにある、人類よりもっと
もっと古くからこの地球に現れた生き物たちに生
かされている人間たちというか、そういう心構
え、気持ちというものを感じ取ったうえでの配
慮。自分たち人間があまりにも多くの力を持ちす
ぎて、まさに野生動物と共存していくうえでは人
間側が自分の欲求を抑えなくてはいけない。欲求
を抑えてこそ初めて実現できる共存の道というの
があると思うんですね。最大限の配慮というのは
そこだと思います。一言でいうと、人間中心的欲
求をやめさせる。これが共存とか、野生動物とう
まくやるとかということにつながっていくので、
あながちふれあいコーナーでの様々なプログラム
も捨てたものじゃないなあと思います。
　ちょっと待つ。少し先を予測する。自分の影響
力を考える。これは子どもでも十分できることな
ので、それを言葉や態度で大人が示していく。こ
れは動物園でも十分可能だし、もしかすると学校
の飼育動物、あるいは家庭でのペットを本当の意
味でかわいがるとはどういうことかということに
もつながり、将来、家庭での愛玩動物飼育という
のが変わっていく可能性があるように私は思いま
す。54：40
　展示動物を介した対話の2つの側面
　最後に、これは私たちがみなさんに問いかけな
んですけれども、普通私たちは展示動物を介して
おしゃべりをするときに、一つは生物学的な、こ
れは動物ですということをお話しします。ここだ
とトラですけれども、左側が係員だと思ってくだ
さい。動物のほうを向いている人がみなさん、お
客さんだと思ってください。この動物についてお
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話をする時は同時に、自分をその動物がいる世界、
あるいは自分がその動物をどう見ているかという
ことも同時に話しています。その結果感動を得る
かどうかというのは、聞くほう、お客さんのほう
もどういうスタンスでそれを聞くかによると思う
んですね。この人は何でそういうことを話してい
るんだろうという耳を持つと、その人が誘いたい
世界に踏み込むことができます。逆もあるわけで
す。お客さんというのは一人ひとり異なるので、
違う世界観を持っているので、この人と話すと、
この人の持っている動物観に入り込むことができ
るわけですね。ですから１対１とか、１対１家族
であれば、十分にその逆も生まれるわけです。ま
るでその動物について語りながら、お互いの世界
観を交換している場面というがたくさん生まれて
いますし、それが理想的な動物の紹介の仕方であ
り、利用の仕方じゃないかなと思います。
　一応・・・話題提供はおしまい
　実は動物どうしにも対話的な関係があるかも、
です。最後は想像の域を超えませんが。
　初めてアヒルのひなが、まだ黄色い羽根ですよ
ね。出てきてヤギを出会ったとき。これ、このあ
と何が起きるかなーみたいな、その対話をちょっ
と覗き見てください。こんな映像で終わらせてい
ただいてよろしいでしょうか。57：20
磯部：ありがとうございました。並木先生からお
話をいただきました。動物園の飼育係として、子
どもと動物の出会いの場を作る。その時にいかに
飼育係として子どもに対して、子ども一人ひとり
に、教育心理学、認知心理学の理論とか、発達で
あるとか、こんなに神経を集中させて問いかけて
いる。そこの部分がお分かりになったと思いま
す。そうした大人との会話の力を借りて、子ども
たちは目の前にいる生き物たちの暮らしを尊重す
る。大切にするようになっていく。謙虚になって
いくというんでしょうかね。そんな気持ちを育て
ていきたいというところをお話しくださったのか
と思います。58：30

〈質疑応答〉
磯部：せっかくですので、並木先生のほうに質問
でありますとか、それぞれみなさん現場におられ
るかと思います。その中でぜひ並木先生からお話

を聞いておきたいなとか、こんなことを思ってる
ということを、発言しておきたいなというような
ことがあれば、ぜひお願いしたいと思います。
質問というと難しくなりますね。こういう場合ど
うしましょう。
並木：そうですね。ヘディガーさんて、園長さん
をやった人ですけども、ヘディガーさんの小さ
い時とか若い時とかどうだったのかなあって思
う人いたら聞いてみて。ヘディガーさんのこと、
ちょっと知りたくないですか。あるいはおうちで
飼っている、学校で飼っている動物のことでどう
したらいいか迷っていることとか、そんな感じの
ことでも。１：00：20
質問者1：私は市内で保育園をしている者です。
以前、猫と犬がいたんですけど、その死を通して
子どもたちに教育ができないかなというのがあっ
たんですけども、その時に猫が嫌いだという保護
者の方がいらして、猫は菌をいっぱい持ってるか
らすぐ処分してくださいということを言われて、
獣医さんに相談して、そんなことないですよと説
明していただいた経緯があるんです。昔は猫とか
犬が身近にいましたよね。さっき先生の話の中
で、動物に対して「かわいいね」とかいう気持ち
でというのがありましたよね。子どもはそういう
ものだと思うんですね。お人形に対しても、お友
達というより、よしよしとか、おんぶしてあげよ
うかとか、自分の気持ちでかわいがる。でも犬な
んかは首を傾げたりしますよね。猫や犬とかの小
動物は子どもの教育にとってもいいんですよね。
その話が出てこなかったのはちょっと残念でした
けど。さっき出てきた動物は個人では簡単に飼え
ないし、そういう猫や犬とのふれあいは幼稚園な
どではちょうどいいんですよ。でも自分の年齢を
考えると、職員に責任を持たせるわけにいかない
から、次に飼うことを躊躇しているんです。もし
さっきのような意見があった時に、対応という
か、どういうふうに説明したらいいか教えてくだ
さるとうれしい。そういう小動物がいつもいる園
だといいなと私も思ってるんですよ。
並木：やっぱりいろんな病気も含めて、それは誤
解ですといってあっさり切るというのは難しいか
なと思います。そういう不安を抱えている方がい
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た場合は、その不安の理由をきちんと聞いて、そ
れを一つずつ、安心していけるように話を聞いて
あげる。この人は動物嫌いだからと切り捨てるこ
となく、聞いていくことによって、もしかしたら
そこに変化が隠されているかもしれないというこ
と。
　もう一つは、何々が嫌いだからこれはやめてく
ださい。でも逆にこれが好きだから入れてくださ
いという人もいるわけなので、そこは保育園が保
育環境として、そういう生き物をなぜ導入するか
ということが職員間で一致していれば、解決はし
ていくと思うんですね。ていねいに、いやだと思
うことは理由を聞いてあげるとか。
　それで、飼育をしていくときは、いま言った犬
と猫というのは、人類の歴史から見ると特殊な動
物で、動物園で見るようなモルモットとかネズミ
のタイプとは全く違う人生を歩んできた生き物た
ちなんですね。つまり、とくに犬は一番最初に人
間の社会に、自主的に入り込んできた動物なの
で、犬は非常にいいかなと思いますが、犬の特徴
からすると、リーダーに対して自分の位置をもっ
て生活していく生き物なので、園の中のリーダー
となる、ステータスのある人が飼育をして、その
人の命令なら聞くという状況になると非常に不安
定になって、いろいろ問題が起きてくるわけで
す。だからその人が自分の犬として保育園なり幼
稚園なりに連れてきているという形を取らない
と、共同で飼うというのは犬の場合は犬にとって
よくないなと思います。訪問してもらうという形
です。それがいいかなと思います。やはり向いて
いる動物、向いてない動物、いろいろいると思い
ますが、モルモットは、４、5年が寿命という
か、犬猫よりは早く天国に召されるので、そうい
う意味で一生を見て取れる。例えば２歳で入った
子が、もしかしたら卒園の時にはさよならかもし
れないという感じなので、一生を見て取れるとい
う点では適した動物かなというふうには思います
が。
磯部：生き物それぞれの知識を持っている、持っ
ていないで関わり方って、選び方から違ってく
る・・・。
並木：そうですね。ハウトゥーではなくて、動物

が持っている歴史ですね。どういうふうに地球の
中で生きてきて、どういう生活をする、どういう
病気を持っている動物かという科学的な理解とい
うことがあって、次にハウトゥー。どうやって飼
うのか。そういうことだと思います。１：07：20
質問者2：近くで保育園をやっています。いま保
育園にツバメが巣を作って、子どもたちがいろい
ろ観察をしてるんですね。普通だったら、観て、
卵を産んで、ひながかえって、飛び立っておしま
い。たぶん半年ぐらいでそうなるんですけども、
それをどう起承転結とかつけて子どもたちに促し
ながら、科学的とは言わないにしても、そういう
理由づけというか子どもたちにどう促すのがいい
か、何かあれば教えていただきたいと思います。
並木：やっぱりお話づくりみたいにしてね、予測
をするということは5歳児ぐらいになるとものす
ごく楽しいと思うんですよ。だから例えば４月に
なったら、いつごろ親が来るかなと予測をしてみ
る。予測が当たる、当たらないとか。そういうの
を次の年のために記録を渡す。そういう行事が
あってもいいのかなって。親が見ている間に何回
ぐらい行ったり来たりするかなと予測をするとか
ですね。いっぱい意見を出してもらって、どの意
見に賛成が10人とか、そういうような遊びの中で
記録をして、予測をし、記録をし、次の年の同じ
ような時期に、こうだったね、ああだったねとか、
ほんとに予測が当たったんだねとか、今年は何で
こんなに増えたんだろうとか。それはやっぱり5
歳児さんぐらいから十分できておもしろいんじゃ
ないかなと思います。
磯部：ありがとうございました。皆さん、たぶん
いろいろ観察させてあげたいと思うんですが、た
だやみくもに観察してごらんというよりは、何
か・・・ということで子どもが楽しみによく観る
ようになるということですかね。
並木：学生さんはどうですか。きょうは朝からが
んばってやってくれて。聞いたら終わりじゃない
ですからね。聞いたら質問が来るし、答えなきゃ
いけないし、次に使わなきゃいけないんだよね。
厳しいそうですよ。この際、聞いてみようみたい
な。みなさんが保育園とか小学校で引率しなきゃ
いけないといったら、私だったらこんな計画を立
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てないなというのがあったらぜひ聞きたいです。
ふれあいに限らずね。
磯部：４年生いかがですか。１：10：45
質問者3：宮崎大学の大学院生です。自分も臨時
の採用で学校現場にいたことがあって、そこで春
の虫を見つけてみようとか、夏の花を見つけてみ
ようとかいう話があったんですけれども、実際に
気づきを促すときに発問がわからなくてですね、
どこが違うかという話をついやってしまうんです
けども、子どもたちの気づきを効果的に出す、実
際の具体的な発問はどんなものか教えていただけ
ればありがたいなと思います。
並木：それ、逆に聞いちゃいますけど、発問がな
いとなぜだめなんですか。気づかないとなぜだめ
なんですか。
質問者3：やっぱり学校の指導要領なんかをする
と、どうしても気づいてほしいと。ワークシート
なんかがあって、それを書き込まないと、そして
最終的に成績につなげないといけないという話に
なって、どうしても書く子が成績が良くなったり
するので。逆に心の中で思ってることがあるはず
という子もいるんです。でもどうしても文字にで
きない。何でもいいんだよとよく言うんですけ
ど、何も出てこないというのがあってですね。具
体的に足の数何本とかいうと、8本。8本と言っ
たあとが続かないみたいな感じになってしまっ
て。何か効果的な聞き方があればというところで
す。
並木：すみません。いま意地悪な質問をしまし
た。
　スケッチをお勧めしたいと思います。スケッチ
は時間がかかるのですごくゆったりとした中でな
いとできません。それでスケッチするというの
は、スケッチすることが目的というよりは、さっ
きのヤギの自慢大会じゃないですけど、絵の出来
不出来とかじゃなく、どれだけ描いてみて自分の
ものにできるかとか、だれかに知ってほしいこと
をどれだけ描けるかとか。文字で書くことが得意
な子もいれば、絵で、こことここがこんだけ違う
とか、同じ種類の花でも、こことここで見ると全
然違うように見えるとか、あるいはグラデュエー
ションというんでしょうかね。花のつき方も同じ

日に見るとつぼみの段階とちょっと開いてる段階
と、その時にがくと花びらの位置関係はどうかと
いうぐらいの感じでいいと思うので、１対１対応
の質問ではなく、あるなしとかの質問ではなく、
広げるように、その人が自分らしさを発揮できる
ようなスケッチの仕方とか表現の仕方で、それを
励ますという感じで。
　一番大事なことはやっぱり振りかえることです
ね。観察してそれっきりじゃなくて、いったい自
分は何を見てきたのかということを自覚する時間
のほうが10倍ぐらい必要なぐらい大事なことで
す。・・・見たことを自分のものにするための時
間。それは他人の助けも借りなきゃいけないんで
すけれど、発表してみるとか比べてみるとか、な
んですけれども。そういうリフレクションの時
間、振りかえりの時間がどれだけ取れるかによっ
て、その観察時間をどのくらいにした方がいいと
いうような逆算でやっぱりやっといた方がいいか
なって思います。それは文科省の言う成績にどう
関係するかというのはちょっと私も分からないで
すけど。すみません。
磯部：学校教育にも話が及んでいるわけですけれ
ども、そういった方面で何か。
質問者4：直接学校教育に関わるかどうか話わか
りませんが、宮崎県獣医師会の学校飼育動物対策
委員をしているんですけれども。当県の場合は学
校で飼われている動物が激減していまして、いろ
んな家畜の伝染病とかがあって激減していまし
て、これまで全国の学校飼育動物研究会のほうで
も、継続的な飼育で動物と接するところに大きな
意味があるということで、そういった効果ですよ
という指導というか考え方で来ていたんですけれ
ど、どうしても本県の場合は学校に動物がいない
ので、先生がご紹介いただいたようなコンパクト
なプログラムの中で学校の教育現場にそれを提供
して、子どもたちのふれあいという活動をする機
会が増えているようです。
　その中で、動物と接してそこから学ぶというそ
の先に、共感性の発達とかそういったものを、思
いやりとかそういったものの発達が大事ではない
か。目指すところはそこではないだろうかという
ことをよく言われるんですが、その時にどうして
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も単に接するだけではなくて、本とか読むとよく
アタッチメント（愛着）の形成をできるかどうか
によって、その教育的な効果がずいぶん変わって
くるというか、愛着の形成がないまま動物とそこ
にいることはさほど教育的な効果が生まれないよ
うなことが書かれているんですが。先生の場合、
短時間のプログラムの中で早い段階で愛着の形成
をさせて、子どもの気持ちがそこに向くように工
夫をされていると思うんですが、何かうまいコツ
というんでしょうか、方法があったら教えていた
だけたらと思います。１：17：43
並木：そうですね。アタッチメントをどう見るか
ということだと思うんですが、たぶん中川先生た
ちの学校飼育動物を広げていこうというときのア
タッチメントは、汚いことも、いわゆる糞尿の始
末ですね、そういう汚いことも生き死にも含め
て、日常的に接するチャンスを多くすることによ
るアタッチメントという意味だと思うんですね。
それがないと学校飼育動物の教育的な意味がない
というのは、ある意味私も納得できるんですが、
様々な条件から、いままさにいない状態とかです
ね、飼うのが難しい状態であれば、先ほどの持ち
込みじゃないですけれども、だれかがかわいがっ
ている何かを持ってきてもらい、かわいがるため
にどういう努力や気をつけているかというお話を
してもらうこともありかなと思うんですね。だか
ら継続しないと生まれないことというのはあると
は思うんですが、条件が許さないんであれば、そ
ういう自分のかわいがっているもの自慢大会と、
そのかわいがるってどういうことかということを
広げてもらう。何々ちゃんはなぜそれが好きなん
だろうという、そこのアタッチメントの理解とい
うこともあっていいかなと思ったりもするんです
ね。実際に生き物を連れてこれなければ、写真で
もいいし、何か出来事の報告でもいいし、そうい
う形で要するに直接体験はできないけれども、あ
る子どもの体験を通じた背後にあることを共有す
るというような共感も、一つはあっていいのかな。
それでアタッチメントを解釈する。
　もう一つコンパクトなということですけども、
ものすごく個人差があると思うんですね。私が一
番重要だなと思うのは、それがきっかけに過ぎな

いこともあるし、逆にその場では何の変化もない
こともあるかもしれないが、もしかすると後々、
何らかの体験をしたときに、それがデューイの
言う経験の統合だと思うんですが、思い出して、
あの時のこれはこういう意味があったのかって、
思ってもらうための素材にはなるかなと思うんで
すよ。ですから人っていうのはその場で変化が見
て取れる場合と、全然分かんないという場合が
あって当然で、要はどんなチャンスでか、それを
思い起こすような場面に遭遇するといいなという
感じですので、働きかけのポイントになるといえ
ば、逃さず質問するとか、よく聴いて、こうじゃ
ないかなという質問をちょっとしてみるとかです
ね。そういうことが工夫といえば工夫かなと思い
ます。よく耳をそばだててないと聞き逃すので、
ちょっとしたため息だったり叫び声だったりする
こともあるんですけども。あとは体をリラックス
させるような、ちょっと肩に力が入ってるよ、み
たいな語りかけとか、そういうようなものも含め
て割と個別ですね。それはコツというのかなんと
いうのか。それはAさん、Bさん、Cさん、係員
がいっぱいいますから、全然対応が違うんですけ
れども、こうしなきゃいけないというのはないと
思うので、全身全霊その場に自分の感性を傾ける
みたいな、そんな感じでやっているので、お答え
になるかどうか。アタッチメントのほうはそうい
うことで解決できるかなと思います。
磯部：ありがとうございます。いまその、関わる
時間的な継続性の話がありましたけど、ほんの5
分10分でみんなすごく印象的な出会いもあった
り、その動物をすごく慈しんで育てている大人の
姿を見て自分もそうしてみようという。逆にずっ
と飼ってても、その関わり方がちょっと虐待的で
あれば、こんなふうに生き物は育つんだという逆
の効果もあるんじゃないか。むしろそっちの方を
心配するようなニュースとかも多いので。
並木：そうですね。関わる時間というよりは、そ
の生き物を取り巻く人たちのスタンスというの
が、行動や言動の中に必ず表れるものなので、そ
れは気を付けていったほうが、とくに教育の場で
はですね、気を付けていった方がいいかなと思い
ます。ただ見通しが立たないんだったら飼わない
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ほうがいいというのはある意味正論かなと思いま
す。無理やり作業としてやってて何が育つんだろ
うという、ちょっと危機感はありますよね。
　モルモットにしても、だいたい5、60人のお子
さんが一度に出会うわけですけども、その時に
登場するモルモットはだいたい10頭とか15頭な
んですね。100頭近いモルモットをつねに飼育し
ていて、その健康な100頭のモルモットを、この
時期はこのお子さんにとか、全部考えながらやる
くらい、ふれあいの場を作るというのは神経もい
るし、生き物によって生まれるものが効果的に多
い代わりに、それを支える人がいるということも
この場で言っとかないとなと。かわいいですけど
も、その100頭分のモルモットの健康管理という
のがあって初めてできるということ、陰に隠れた
努力ということはぜひ知っておいていただければ
なと思います。付け足しですみませんけれども。
質問者5：うちも市内の保育園でヤギを飼ってる
んですけれど、もともと保育園でヤギを飼うとい
うのではなくて、学童さんが、一軒家がありまし
て、そちらのほうでヤギを飼ってたんですけれ
ど、やはり地域の方からすごい鳴き声がうるさい
とか苦情等がありまして、いろいろ副園長とも協
議をして決めて、飼育小屋を業者に作っていただ
いて飼い始めて２年になるんですけれど、きょう
の先生のお話を聞いて、どれだけ私たちがヤギの
ことを学んでヤギの飼育に取り組んだのかなとい
うことを、ほんとに反省することばかりなんです
けれど。
　２年間記録をつけてきた中で、今年いろいろま
とめてその話をしているところなんですけれど。
その中で子どもたちがヤギを通して、いろいろ優
しさとか思いやりというような面で、いろいろな
生き物がいるという体験をしてきてるんですけれ
ど。やはり関心がある子とない子の差が出てきた
りとか、どんどん最初は興味があったことが薄れ
てきて砂を投げたり石を投げたりという行為も見
られたりとか、それに対してヤギがツノで突いた
りとかいうこともあって、ヤギのツノ切りをした
りとかしてるところなんですけれど。
　お話の中で動物の立場で考えてきたときに、ヤ
ギがツノを切られるということに対して、職員の

中とか保護者の中、子どもたちの中にも、すごく
抵抗というか悲しみを持ってる子も出てきたりと
か。そういた２年間のいろいろな関わりの中で、
それぞれの年齢とか生活経験によって一様ではな
いということが出ていて、そこに関わる保育者と
か、保護者がどうかかわるかで、子どもたちもい
ろいろ感じることが違うのかなというのは私たち
も体験していることなんですけれど。
　やはり一番保育園の中で子どもたちを見てたり
するのは保育者なんですけれど、保育者の中でも
動物嫌いの職員がいたりとか経験をしてない職員
もいたりして、同じような気持ちでなかなか動物
と子どもが関わってくることに働きかけができな
ということが、いま一番保育園が抱えている今後
の課題かなということなんですけど。
　もう２年経ってきてあらたにいろんなことを考
えるようになって、職員ももうちょっといろいろ
勉強していく中で何から取り組んでいけばいい
か、アドバイスしていただけることがあったら教
えていただければと思っているところです。ヤギ
の飼育に関しては獣医さんにいろいろご相談をし
たりとか情報提供者とかも・・なので、畜産関係
の方とかとも情報交換をしたりとかはしてるんで
すけれど。・・・ちょっと感想みたいになってし
まいました。
並木：保育士さんは、子どもさんは好きですか。
子どもさんが好きなら全然問題なくて、ヤギ嫌い
というのは言っても仕方ないと思うので、お子さ
んの言動に興味があるのであれば、その・・・を
してヤギを知る。その子にとってヤギは何なのと
いう形でなら、ヤギという生き物を受け入れられ
るかなという気がするので。どれだけ個別のヤギ
との関わりがこんなにバリエーションがあるねと
いう話が、盛り上がるほうがいいんじゃないのか
なと。好きな人は、ヤギの世話とかヤギの面倒を
見る時に気を付けるとかということでしょうがな
いかなと。時には演技をしてね、ちょっと苦手で
も子どもの手前ということが、演技することがあ
るのも保育士だとあるかなと思いますけれども。
無理やり好きになれとか、そういうことはなくて
いいんじゃないのかなと。子どもをもっともっと
好きになるために、子どもの目から見たヤギとの
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世界、それを気づくとか。そんな感じを続けてい
くのがいいかなって思います。１：33：25
質問者６：南九州大学健康栄養学部で食品学を担
当している竹の之山と申します。私自身も農学部
卒で動物が好きだったり動物を飼ったり、自分の
まわりでいつも動物がいるなということで・・・。
　まず一つ感想を言わしていただきたいのが、子
どもの時期、いわゆる幼児期だ、小学校低学年と
か、時期によってやっぱり話しかけ問いかけ方が
違うんだなということを、やっぱりそうだと思っ
たところでした。なぜかというと作り話のような
話なんですが、今朝出てくるときに、雀ではなく
ちょっと大きいヒヨドリみたいなののひなが、駐
車場に２羽落ちてて、それがチャーチャー親も鳴
いてたんですね。なんでだろうなと思いながら段
ボールにちょっと置いてきたんですけども、帰り
どうなってるかちょっと分からないんですけど
も。うちは３人子どもがいて、一番下の幼稚園生
は、「見たい、見たい、見たい」と言って、上の
1年生は、どうなってるのか、４年生のお姉ちゃ
んはどうしたらいいのかっていうふうに聞いてき
たんですよね。３人娘がいるんだけども、それぐ
らい一緒くたの教育ではだめなんだなあと思った
ことでした。・・・・幼稚園の場合、小学校の場
合、対応が違うので、どこにでも対応できるよう
になってもらいたいなあ。きょうの話をうちの学
生にも伝えたいと思ったところでした。
磯部：ありがとうございました。最後に先生から
メッセージがありますでしょうか。
並木：メッセージというか、お忙しいこの土曜日
のお時間、わざわざありがとうございました。そ
して先生方、こんなチャンスを作っていただいて
ありがとうございます。学生さんもほんとにあり
がとうございます。
　最後に何かと言われますと、ものすごくみなさ
んまじめに子どもの将来とか、目の前にある問題
に向き合っていらっしゃるんだなあということを
痛切に感じます。私は４月から学生の教育の場に
行ったわけですけれども、きょうの遠藤先生の言
葉を借りるとすると、距離感ということに関して
は非常に危機を感じることが多いです。つまり一
人ひとりが背負ってくるものの大きさと比例する

形で動物に逃げるような、動物との愛着関係での
み生きていけるというくらいに辛さを訴える学生
も多いんですね。これはそれでもって救われると
いう面もあるかもしれないけれども、本当に動物
と人間が、野生動物も含めてですが、共存してい
く。それは人間の世界に取り込まれてしまった
ペットも含めて、共存していくというときに、か
なり私は危機なんだなと思うので、本来あるべき
姿が何かというのを私も模索中ですけれども、何
か目指す関係性について深く考える時間というの
が、これから生じればいいなというふうに思って
います。
　ありがとうございました。
磯部：ありがとうございました。みなさん、いか
がだったでしょうか。きょうは動物と子どもの関
係をいかにつくっていくかという、は入り口だっ
たんですけれども、よくよく物言わぬ動物の立場
にたって、とかそんな話を聞いていくとだんだん
動物と子どもが重なっていって、結局は自分と自
分以外の他者、その相手の立場、視点からこのこ
とは見えるのかとか、そのつながりをどう作って
いくのかという、そういった課題というものを時
間を取って考えてみたいかという、そういう誘い
を受けたなあという感じがします。
最後にもう一度、並木先生に盛大な拍手をいただ
いて終わりにしたいと思います。

＊本学で開催された並木先生の講演録を掲載した
が、校正の責任の一切は、磯部、遠藤にあること
を付記しておく。


